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�　

総　

則

　

計
画
の
方
針
や
防
災
関
係
機

関
の
業
務
大
綱
な
ど
、
地
域
防

災
計
画
全
般
に
関
わ
る
事
項
を

ま
と
め
て
記
載
し
ま
す
。

　

区
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

責
務
も
こ
こ
で
記
載
し
ま
す
。

�　

災
害
予
防
計
画

　

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。
普

・
区
の
地
域
に
お
け
る
防
災
対

策
の
基
盤
と
な
る
計
画
で
す
。

・
区
や
防
災
関
係
機
関
、
区
民

や
事
業
者
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が

果
た
す
べ
き
責
任
を
明
確
に

し
、
各
機
関
の
仕
事
を
有
機
的

に
結
び
つ
け
る
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

・
災
害
救
助
法
や
水
防
法
な
ど

災
害
に
関
連
す
る
法
律
に
対
応

す
る
防
災
対
策
を
含
ん
だ
、
総

合
的
な
計
画
で
す
。

　

「
杉
並
区
地
域
防
災
計
画
」

は
、
大
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら

区
民
の
生
命
や
身
体
、
財
産
を

守
る
た
め
、
区
や
防
災
関
係
機

関
が
そ
の
機
能
を
有
効
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
機
関
が
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
災

害
に
強
い
杉
並
区
」
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

分
で
あ
り
、
地
震
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
・
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、「
応

急
対
策
活
動
態
勢
」「
情
報
の
収

集
・
伝
達
」
を
は
じ
め
、「
避

難
」「
救
助
・
医
療
救
護
」「
飲

料
水
・
食
料
な
ど
の
供
給
」「
応

急
住
宅
対
策
」
な
ど
二
〇
項
目

に
わ
た
り
記
載
し
ま
す
。

�　

震
災
復
興
計
画

　

一
日
も
早
い
区
民
生
活
の
安

定
、
市
街
地
の
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
記
載

し
ま
す
。

�　

警
戒
宣
言
に
伴
う

　
　

対
応
措
置

　

区
の
地
域
は
、
東
海
地
震
が

発
生
し
た
場
合
に
「
震
度
５
弱

程
度
」
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、

国
が
定
め
る
対
策
強
化
地
域
に

は
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
局
地
的
な
被
害
発

生
の
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か

ら
、「
事
前
の
備
え
」「
警
戒
宣

言
前
・
宣
言
後
の
対
応
措
置
」

な
ど
、
区
民
や
事
業
者
の
皆
さ

ん
の
行
動
指
針
に
関
す
る
事
項

も
含
め
て
記
載
し
ま
す
。

段
ど
れ
だ
け
災
害
予
防
対
策
に

努
め
て
お
く
か
で
、
被
害
の
程

度
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
地
震
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」「
施
設
の
安
全
化
対

策
」「
地
域
防
災
力
の
向
上
」
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
記
載
し

ま
す
。

�　

災
害
応
急
対
策
計

　
　

画

　

災
害
対
策
の
中
心
と
な
る
部

「
杉
並
区
地
域
防
災
計
画
」
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第　

条
の
規
定
に
よ
り
、
毎
年
検
討
し
、
必
要
な
修
正
を

４２

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
杉
並
区
防
災
対
策
条
例
制
定
後
の
区
の
防
災
対
策
の
見
直
し
な
ど
を

ふ
ま
え
た
修
正
を
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
計
画
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課
へ
。

ご意見を
お寄せください

　ご意見は、ハガキまたはファクスで、１６年
１月７日�までに防災課�３３１２‐９４０２へ（区
ホームページにご意見を書き込むこともでき
ます）。
　杉並区地域防災計画の現在の計画書および
改定素案（概要版）は、防災課（区役所西棟
六階）、区政資料室（西棟二階）、区民事務所・
分室、駅前事務所、図書館で閲覧できます
（区ホームページでは改定素案（概要版）の
みご覧になれます）。※１月７日まで

 防災課問

震源地＝区部直下�規模＝マグニチ
ュード７．２（阪神・淡路大震災規模）
�季節など＝冬の夕方、午後６時こ
ろ、風速６�／秒�人口など＝平成
７年国勢調査結果による

前提条件

全壊＝８５５棟�半壊＝２３１６棟
→合計で３１７１棟に被害建物被害

出火件数＝３０件�焼失面積＝８．６９ 
�焼失棟数＝３万５６７０棟地震火災

死者＝４７８人�重症＝８１９人�軽症＝
４１４３人　　　→合計で死傷者５４４０人人的被害

上水道＝３１日�下水道＝１６日�ガス
＝５７日�電力＝７日�電話＝１４日

復旧見込
 み日数

※平成９年８月に東京都防災会議が発表した「東
京における直下地震に関する被害想定調査結
果」による杉並区の被害想定

杉
並
区
の
被
害
想
定

�総合震災訓練（８月
　３１日）の様子

計
画
の
目
的

計
画
の
目
的

計
画
の
性
格

計
画
の
性
格

▼

備
え
あ
れ
ば

　
　
　

憂
い
な
し
！▲

計
画
の
構
成

計
画
の
構
成
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〈表２　公有財産の現在高〉（９月３０日現在）
構成比金　　　額区　分

６４．４％３８２７億３１３０万円土　　地

２７．５％１６３１億０３３１万円建　　物

６．４％３７７億７８７２万円基　　金

０．９％５４億５０７０万円物　　品

０．６％３２億９９７５万円工 作 物

０．２％１３億６８９６万円出資によ
る権利

０．０％１億９１３８万円立　　木

０．０％２億９０００万円有価証券

０．０％２４万円地 役 権

１００．０％５９４２億１４３８万円合　　計

金　　額基　金　名

１２３億１９１８万円施設整備基金

積
立
基
金

１１５億６４０８万円財政調整基金

２１億４７８１万円災害対策基金

１０億７４１８万円社会福祉基金

８億９８０６万円区営住宅整備基金

１６億９１５６万円介護保険給付費準
備基金

７３億０４９１万円減債基金
３６３万円ＮＰＯ支援基金
５２８万円みどりの基金

３７０億０８７２万円合　　　計

〈表４　特別区債残高〉（９月３０日現在）
金　　　額特別区債名

３９８億９０２５万円建設事業債

２８６億５７９９万円減税補てん
債

７８億８８３７万円杉並南中央
公園債

７６４億３６６１万円合計残高

　

今
年
前
半
ア
ジ
ア
を
中
心
に

流
行
し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ（
サ
ー
ズ
）

は
、
７
月
に
終
息
し
、　

月
４

１２

日
現
在
流
行
が
確
認
さ
れ
て
い

る
地
域
（ 
伝  
播 
確
認
地
域
）
は

で
ん 

ぱ

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
冬
季

に
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
再
び
流
行
す

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、冬
季
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
す
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
ま
っ
た
く
別
の
病

気
で
す
が
、
症
状
が
似
て
い
る

た
め
、
診
断
が
困
難
と
な
り
混

乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
を
！

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
策

に
は
�
予
防
接
種
�
帰
宅
時
の

う
が
い
・
手
洗
い
�
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
や
十
分
な
休
養
�

マ
ス
ク
や
加
湿
器
で
適
度
な
湿

度
を
保
つ
�
流
行
し
て
き
た
ら

人
ご
み
を
避
け
る
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
や
呼
吸

器
・
心
臓
な
ど
に
慢
性
疾
患
の

あ
る
方
は
、
感
染
す
る
と
重
症

化
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
ま
す
。
区
で
も
対
象

の
方
に
は
接
種
費
用
の
一
部
を

公
費
負
担
し
て
い
ま
す
（
左
下

参
照
）。か
か
り
つ
け
医
な
ど
と

相
談
の
上
、
早
め
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
予
防
は
？

　

う
が
い
・
手
洗
い
な
ど
の
基

本
的
な
予
防
策
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。ま
た
、

海
外
で
再
び
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
流
行

が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
伝
播

確
認
地
域
へ
の
不
要
不
急
の
旅

行
な
ど
は
延
期
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

症
状
が
出
た
ら
？

　

急
な
高
熱
・
悪
寒
・
関
節
痛

な
ど
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
、
早
め
に
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
受

診
の
際
は
、
他
の
人
へ
の
感
染

を
防
ぐ
た
め
マ
ス
ク
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
休
養
・
睡
眠

を
十
分
に
と
り
、
水
分
を
補
給

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

も
し
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
再
流
行
し

た
際
に
は
、
伝
播
確
認
地
域
か

ら
帰
国
後
一
〇
日
以
内
に
発

熱
・
せ
き
な
ど
の
症
状
が
出
た

場
合
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

前
に
、
ま
ず
保
健
所
か
保
健
セ

ン
タ
ー
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
伝
播
確
認
地
域

な
ど
の
最
新
情
報
は
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
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�
杉
並
保
健
所
で
行
わ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
策
訓
練

区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況
ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
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すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

区
は
、
条
例
に
基
づ
き
年
二
回
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
４
月
〜

９
月
ま
で
の　

年
度
上
半
期
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１５

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
課
へ
。

予
防

し
よ
う

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）

（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

�　

年
度
上
半
期

１５

※
表
の
金
額
は
一
万

円
未
満
を
調
整
し

て
い
ま
す
。

当
初
予
算 

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
で

は
、
一
二
八
二
億
五
八
〇
〇
万

円
、
対
前
年
度
比
４
・
７
％
の

減
で
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
や

介
護
保
険
事
業
会
計
な
ど
の
特

別
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、
二

三
六
八
億
六
一
一
五
万
円
と
な

り
ま
し
た
。（
対
前
年
度
比
３
・

３
％
減
）

補
正
予
算 

　

一
般
会
計
で
は
一
回
の
補
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
号
補
正
で
は
、
地
域
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
準

備
、
監
視
カ
メ
ラ
運
用
基
準
の

検
討
、
安
全
美
化
条
例
の
普
及

啓
発
、
久
我
山
駅
周
辺
整
備
、

公
園
改
修
、
生
活
環
境
の
整
備

な
ど
、
一
五
億
四
六
四
万
円
を

補
正
し
ま
し
た
。

　

こ
の
補
正
に
よ
り
、　

年
９

１５

月
末
の
特
別
会
計
を
含
む
総
予

算
額
は
、
二
三
八
三
億
六
五
七

九
万
円
と
な
り
ま
し
た
。（
表

１
）

区
民
税
の
負
担 

　

区
の
収
入
と
な
る
こ
と
が
確

定
し
た
９
月
末
現
在
の
特
別
区

民
税
現
年
度
分
調
定
額
は
、
五

〇
九
億
八
二
七
三
万
円
で
す
。

公
有
財
産 

　

土
地
や
建
物
、
基
金
な
ど
の

公
有
財
産
の
９
月
末
現
在
高
は

五
九
四
二
億
一
四
三
八
万
円
で

す
。（
表
２
・
表
３
）

特
別
区
債 

　

９
月
末
の
区
債
現
在
高
は
七

六
四
億
三
六
六
一
万
円
で
す
。

（
表
４
）

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
地
域
公

園
整
備
な
ど
二
三
億
八
〇
〇
〇

万
円
を
限
度
額
と
す
る
区
債
の

発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

年
度
の
決
算
概
要 

１４
　

一
般
会
計
の
決
算
で
は
、
歳

入
で
一
三
七
二
億
四
一
一
三
万

円
、
対
前
年
度
比
９
・
７
％
の

減
、
歳
出
で
一
三
二
九
億
一
一

〇
万
円
、
対
前
年
度
比
９
・
１

％
の
減
で
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
や

介
護
保
険
事
業
会
計
な
ど
の
特

別
会
計
を
含
め
た
総
額
は
、
歳

入
で
二
三
五
九
億
八
五
五
八
万

円
、
歳
出
で
二
三
〇
三
億
六
四

二
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

☆

　

詳
し
い
内
容
は
、
冊
子
「
杉

並
区
の
財
政
（　

年
度
上
半

１５

期
）」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
区
政

資
料
室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）

や
図
書
館
、
区
民
事
務
所
、
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種

　
 

接
種
期
間
＝　

年
２
月

１６

末
日
ま
で 

�
満　

歳
以
上

６５

の
方
�　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
る
免
疫
機
能
の

い
ず
れ
か
に
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
程
度
の
障
害
が
あ

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
提

示
ま
た
は
医
師
の
証
明
が
可

能
な
方 

二
二
〇
〇
円
（
医

療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払
く

だ
さ
い
） 

保
健
予
防
課
�

３
３
９
１
‐
１
０
２
５
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

時

対
費

問

　　　　　　　　　　〈表１　各会計の予算執行状況〉　　　　　　　　　　（万円未満切捨・９月３０日現在）

執行率支出済額収入率収入済額予算現額会計区分

３９．３％５１０億５４２２万円４３．５％５６４億５９１２万円１２９７億６２６４万円一般会計
３９．４％１６７億４６７２万円３３．１％１４０億４６６３万円４２４億６９７２万円国民健康保険事業会計
３９．２％１７２億６２５９万円４１．４％１８２億１０２２万円４３９億９０８３万円老人保健医療会計
１００．０％１０億８３００万円１００．０％１０億８３００万円１０億８３００万円用地会計
３９．３％８２億７１２４万円３３．８％７１億２４５４万円２１０億５９５９万円介護保険事業会計
３９．６％９４４億１７７９万円４０．７％９６９億２３５３万円２３８３億６５７９万円合　　　計

金　　額基　金　名

４０００万円国民健康保険高額療
養費資金貸付基金

運
用
基
金

６億５０００万円公共料金支払基金

３０００万円
介護保険高額介護サ
ービス等資金貸付基
金

５０００万円国民健康保険出産費
資金貸付基金

７億７０００万円合　　　計

　　　　　　　　　　　　　　〈表３　基金の内訳〉　　　　　　　（９月３０日現在）

（注）運用基金の金額は、運用できる上限額。
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�
郷
土
博
物
館
年
中
行
事 

も
ち
つ
き

　

郷
土
博
物
館
の
古
民
家
で
、

も
ち
つ
き
を
行
い
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

２３

１０

 

郷
土
博
物
館
（
大
宮
１
―　
２０

―
８
） 

八
〇
名
程
度
（
も
ち

が
な
く
な
り
次
第
終
了
） 

一

般
一
〇
〇
円
、
中
学
生
以
下
無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同

館
�
３
３
１
７
‐
０
８
４
１ 

車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い南
伊
豆
健
康
学
園
展
示

会
　

虚
弱
児
教
育
に
大
き
な
成
果

を
挙
げ
て
い
る
南
伊
豆
健
康
学

園
の
教
育
や
生
活
な
ど
を
紹
介

時
場

定

費

申

問
他

し
ま
す
。（
区
後
援
）

　
 

・ 
　

月　

日
�
午
後
２

１２

１３

時
〜
４
時
＝
西
荻
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
桃
井
４
―
３
―
２
）

▽　

日
�
午
後
６
時
〜
８
時
＝

１４
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）
▽

４７

１７

　

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
＝
セ

２０シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―
２２

　

） 

学
園
の
生
活
の
紹
介
、

３２学
校
紹
介
、
卒
園
生
の
作
品
な

ど
の
展
示
、
ビ
デ
オ
上
映 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

南
伊
豆
健

康
学
園
保
護
者
会
�
０
９
０
‐

９
１
３
７
‐
５
１
７
８

小
千
谷
フ
ェ
ア

　

魚
沼
産
こ
し
ひ
か
り
米
な

ど
、
新
潟
県
小
千
谷
市
の
特
産

品
を
販
売
し
ま
す
。（
区
後
援
）

時

場
内

申

問

　
 
　

月　

日
�
正
午
〜
午
後

１２

２３

３
時 

小
千
谷
学
生
寮
脇
駐
車

場
（
井
草
４
―　

―　

） 

当

１６

２３

日
、
直
接
会
場
へ 

�
小
千
谷

市
産
業
開
発
セ
ン
タ
ー
�
０
２

５
８
‐
８
３
‐
４
８
０
０

�
杉
並
弦
楽
合
奏
団 

定
期
演
奏
会

　
 
　

月　

日
�
午
後
３
時
開

１２

２０

演
（
２
時　

分
開
場
・
区
共
催
）

３０

 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里
１
―

　

―　

） 

出
演
＝
深
山
尚
久

２２

３２

（
指
揮
・
バ
イ
オ
リ
ン
独
奏
）、

杉
並
弦
楽
合
奏
団
▽
曲
目
＝
グ

リ
ー
グ
「
二
つ
の
悲
し
い
旋

律
」、
バ
ッ
ハ
「
バ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
ト
短
調
」、
シ
ベ
リ
ウ
ス

「
組
曲
『
恋
す
る
人
』」、
コ
レ

ッ
リ
「
ク
リ
ス
マ
ス
協
奏
曲
」、

エ
ル
ガ
ー「
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
ド
」

 

五
六
八
名
（
先
着
順
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉

並
弦
楽
合
奏
団
・
鳥
井
�
３
３

３
４
‐
８
４
３
４

区
役
所
ク
リ
ス
マ
ス 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

昼
休
み
の
ひ
と
と
き
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
素
敵
な
音

楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
０
時　

１２

２５

１０

分
〜
０
時　

分 

区
役
所
一
階

５０

ロ
ビ
ー 

出
演
＝
日
本
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
金
管
五
重
奏
団
、

江
原
陽
子
（
語
り
）
▽
曲
目
＝

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
星
野
究

時
場

申

問

時
場

内

定

費

申

問

時

場

内

編
曲
「
く
る
み
割
り
人
形
」（
予

定
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

文
化
・
交
流
課

�
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し 

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時

１２

２０

１０

（
９
時　

分
開
場
） 

勤
労
福

３０

祉
会
館
（
桃
井
４
―
３
―
２
）

 

出
演
＝
小
川
え
み
（
ソ
プ
ラ

ノ
）、
山
辺
絵
理
（
ピ
ア
ノ
）
▽

曲
目
＝
リ
ス
ト
「
ラ
・
カ
ン
パ

ネ
ラ
」、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
ア
ベ

マ
リ
ア
」ほ
か 

三
六
六
名（
先

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ョ

イ
・
ミ
ヤ
モ
ト
�
３
９
０
４
‐

２
９
０
１
�
３
９
０
４
‐
２
９

０
６

 
�
中
学
生
ご
み
会
議 

中
学
生
が
考
え
る
！
こ

の
ま
ま
で
い
い
の
？
杉

並
の
ご
み

　

区
立
中
学
校
の
代
表
校
の
生

徒
が
、
杉
並
区
の
ご
み
・
リ
サ

イ
ク
ル
の
現
状
を
学
び
、
そ
こ

か
ら
見
え
る
杉
並
の
ご
み
の
未

来
に
つ
い
て
、
率
直
な
提
案
を

し
ま
す
。
当
日
は
傍
聴
者
と
の

費

申

問
時

場

内

定

費

申

問

意
見
交
換
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
大
人
の
皆
さ
ん
も
中
学
生

に
負
け
な
い
よ
う
一
緒
に
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

２０

１０

正
午 

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐

谷
南
３
―
２
―　

） 

当
日
、

１９

直
接
会
場
へ 

清
掃
管
理
課
ご

み
減
量
担
当

Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座
・ 

資
金
調
達
講
座

　
 

・ 

�
入
門
講
座
＝　

年
１６

１
月
９
日
�
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
、

法
人
化
す
る
場
合
の
要
件
、
手

続
き
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
）

�
資
金
調
達
講
座
＝　

日
�

２２

（
運
営
に
関
す
る
資
金
な
ど
に

つ
い
て
）
／
い
ず
れ
も
、
午
後

６
時　

分
〜
８
時　

分 

杉
並

３０

３０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１

―　

―　

四
階
） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

４７

１７

人
に
関
心
の
あ
る
方 

各
一
五

名 

一
〇
〇
〇
円
（
資
料
代
を

含
む
） 
　

月　

日
か
ら
電
話

１２

１２

で
、同
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐

３
９
３
９
へ
（
先
着
順
） 

同

セ
ン
タ
ー

グ
ル
ー
プ
保
育
を
し
て

み
ま
せ
ん
か

　

グ
ル
ー
プ
保
育
と
は
、
区
が

場
所
を
提
供
し
、
保
育
資
格
な

ど
を
有
す
る
区
民
の
自
主
グ
ル

ー
プ
が
、
低
年
齢
児
の
保
育
を

す
る
事
業
で
す
。

　

区
で
は
、
荻
窪
地
域
で
現
在

一
カ
所
「
桃
井
グ
ル
ー
プ
保
育

室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
新
た
に
一
カ
所
実
施
す
る

予
定
で
す
。
こ
れ
に
向
け
、
地

域
の
子
育
て
支
援
活
動
と
、
グ

ル
ー
プ
保
育
活
動
を
希
望
す
る

方
に
対
し
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
事
業
の
実
施
を
希
望
す
る

時
場

申

問

時

内

場

対
定

費

申

問

方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　
 

・ 

・ 
　

年
１
月　

日

１６

２７

�
＝
子
育
て
支
援
に
向
け
た
組

織
作
り
（
桃
井
グ
ル
ー
プ
保
育

室
代
表
・
井
口
千
恵
子
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
保
育
サ
ー
ビ
ス
・
土
屋

美
恵
子
）
▽
２
月　

日
�
＝
子

１３

育
て
支
援
活
動
を
よ
り
よ
く
進

め
る
た
め
に
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
・
山
根

真
知
子
）
／
い
ず
れ
も
、
午
後

２
時
〜
４
時　

分 

産
業
商
工

３０

会
館（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
１
月

　

日
ま
で
に
保
育
課
指
導
係
へ

２０
 

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い

�
０
１
２
３
歳
児
の
パ
パ
＆

マ
マ
講
座 

あ
つ
ま
れ
、
パ
パ
・
マ

マ
―
楽
し
く
子
育
て
す

る
た
め
に

　

厚
生
労
働
省
子
育
て
支
援
モ

デ
ル
事
業
の
一
環
と
し
て
開
催

し
ま
す
。「
み
ん
な
で
楽
し
く
子

育
て
」の
ヒ
ン
ト
が
満
載
で
す
。

（
区
後
援
）

　
 

・ 

・ 

・ 

右
下
表
の

と
お
り 

各
五
〇
名
程
度 

・

 

参
加
、
託
児
希
望
と
も
実
施

二
日
前
ま
で
に
電
話
で
、
児
童

青
少
年
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
３

‐
４
７
６
０
ま
た
は
杉
並
区
母

親
ク
ラ
ブ
連
絡
会
・
鈴
木
真
知

子
�
５
９
３
２
‐
２
９
５
８
へ

（
先
着
順
）

�
や
っ
ぱ
り
大
切
・
動
脈
硬

化
予
防 

区
民
健
診
要
指
導
者 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室

（
１
月
〜
３
月
）

　

加
齢
と
と
も
に
動
脈
硬
化
は

進
み
ま
す
。
加
え
て
血
圧
や
血

時

内

師

場

費

申

問

他
時

場

内

師

定

申

問

糖
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
必

要
以
上
に
高
い
場
合
に
は
さ
ら

に
動
脈
硬
化
に
拍
車
が
か
か
り

ま
す
。

　

こ
の
状
態
を
放
置
す
る
と
、

心
筋
こ
う
そ
く
・
脳
卒
中
を
発

症
す
る
確
率
は
、
正
常
範
囲
を

維
持
し
て
い
る
方
の
二
倍
以
上

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

血
管
に
負
担
を
か
け
な
い
生
活

を
実
践
し
、
積
極
的
に
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
区
民

健
康
診
査
を
受
診
し
た
結
果
、

医
師
か
ら
「
要
指
導
」「
要
生
活

改
善
」
な
ど
の
判
定
を
受
け
た

方
を
対
象
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
 

・ 

下
表
の
と
お
り 

�

検
査
結
果
や
数
値
の
理
解
�
結

果
に
合
わ
せ
た
食
生
活
の
ポ
イ

ン
ト
�
動
脈
硬
化
予
防
の
運
動

�
今
後
の
健
康
生
活
設
計
な
ど

（
四
日
間
） 

各
保
健
セ
ン
タ

ー 

�
開
催
時
間
帯
に
参
加
で

き
な
い
方
の
た
め
に
出
張
講
座

時

場

内

問

他

も
行
っ
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
�
詳
細
は
、
区
民
健
診
受

診
票
を
送
付
す
る
際
に
同
封
し

た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

〈０１２３歳児のパパ＆ママ講座〉
託  児講　　師内　　容会　　場月　日

あり
（１０名
程度）

作家・志茂田
景樹と読み聞
かせ隊

親子のコミュ
ニケーション
! 読み聞かせ
の勧め＆音楽
のひととき

高井戸児童館
（高井戸西２‐
５‐１０）

１２月２１日�

親子
参加

こどもの遊び
ネットワーク
関東

親子のコミュ
ニケーション・
親子で遊ぼう

阿佐谷南児童
館（阿佐谷南１
‐１４‐８）

１６年
１月１８日�

あり
（１０名
程度）

お茶の水女子
大学助教授
菅原　ますみ

講演「楽しく子
育て」　　２５日�

あり
（１０名
程度）

フォーラム「子
育て仲間を作
ろう」第１部＝
パネルディス
カッション／
第２部＝自由
討論会「みんな
で子育て」

２月２１日�

※時間はいずれも、午前１０時～正午。

〈フォローアップ教室〉
１６年１～３月の日程保健センター
火曜日第

１
〜
４
週
の

荻　窪（荻　　窪５‐２０‐１�３３９１‐００１５）
木曜日高井戸（高井戸東３‐２０‐３�３３３４‐４３０４）
水曜日（２・３月のみ。２月
第２週のみ木曜日）高円寺（高円寺南３‐２４‐１５�３３１１‐０１１６）

月曜日（２月のみ）上井草（上 井 草３‐８‐１９�３３９４‐１２１２）
火曜日（２月のみ）和　泉（和　　泉４‐５０‐６�３３１３‐９３３１）

（注）１．どの保健センターでも受講できます。２．時間はいずれも、午前１０時
～正午。

●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　�性別

�電話番号

（原則１人１枚）

�

�

�

�
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

金
管
五
重
奏
団

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

久
我
山
ピ
カ
ピ
カ
祭
り

久
我
山
ピ
カ
ピ
カ
祭
り

�
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
タ
ウ
ン◇

ま
ち
の
ス
ケ
ッ
チ
＆
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集　

　
 

「
久
我
山
の
ス
テ
キ
」

を
表
現
し
た
絵
画
と
写
真
▽

応
募
締
切
＝　

月　

日

１２

２５

　
　
　
　

☆

　
 

内
容
・
応
募
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
＝
久
我
山
連
合
商

店
会
・
山
本
�
３
３
３
４
‐

８
０
８
８

内問

◇
ピ
カ
ピ
カ
祭
り
感
謝
デ
ー

　
 
　

月　

日
�
午
前　

時

１２

１４

１０

〜
午
後
６
時
（
区
後
援
） 

京
王
井
の
頭
線
久
我
山
駅
周

辺
ほ
か 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
大
道
芸
公
演
、
感
謝
記

念
品
提
供
お
楽
し
み
会
、
自

然
観
察
創
作
教
室
な
ど
（
時

間
は
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
） 

当
日
、
直
接
会
場

へ 
時

場

内申
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「
青
少
年
自
立
支
援
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
へ
の
掲

載
団
体

　

教
育
委
員
会
で
は
、「
青
少
年

期
の
自
立
支
援
に
向
け
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
」
の
一
環
と
し

て
、「
ひ
き
こ
も
り
」
な
ど
へ
の

対
応
・
支
援
に
つ
い
て
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す
。
そ

の
中
で
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の

相
談
に
対
応
し
て
い
る
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
や
支
援
団
体
の
情
報
を

掲
載
す
る
た
め
、
掲
載
を
希
望

す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
 

杉
並
区
内
や
近
隣
地
域
に

事
務
所
を
構
え
て
い
て
「
青
年

層
の
引
き
こ
も
り
」
な
ど
の
事

例
に
対
応
し
て
い
る
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
相
談
所 

・ 
　

月　
１２

２６

日
ま
で
に
電
話
で
、
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６

２
１
へ

対

申

問

�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
沓

掛
ホ
ー
ム 

介
護
支
援
専
門
員

　
 

勤
務
内
容
＝
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
利
用
者
や
家
族
の
相

談
▽
勤
務
時
間
な
ど
＝
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
（
完
全
週
休
二

日
制
）
▽
資
格
＝　

歳
以
上
の

２７

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
社
会

福
祉
士
▽
募
集
人
数
＝
一
名
▽

給
与
＝
月
額
二
四
万
円
以
上

（
詳
細
は
面
接
時
） 

電
話
で

連
絡
の
上
、履
歴
書
を
郵
送
で
、

沓
掛
ホ
ー
ム
（
〒　

‐
０
０
３

１６７

１
本
天
沼
３
―　

―　

）
へ 

３４

２８

同
ホ
ー
ム
�
３
３
９
５
‐
０
９

０
０

�
社
会
福
祉
法
人
浴
風
会 

介
護
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
南
陽
園
・
第
三
南
陽

園
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ

り
利
用
者
の
介
護
業
務
全
般
▽

職
種
＝
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
・
夜
勤

専
門
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
▽
勤
務
形

態
＝
四
交
代
制
▽
資
格
＝
ヘ
ル

パ
ー
二
級
以
上
▽
募
集
人
数
＝

各
一
〇
名
▽
給
与
＝
月
額
一
九

万
円
〜
二
三
万
六
五
〇
〇
円

（
交
通
費
別
途
支
給
） 

履
歴

書
と
資
格
証
明
書
を
郵
送
で
、

第
三
南
陽
園
（
〒　

‐
０
０
７

１６８

１
高
井
戸
西
１
―　

―
１
）
へ

１２

 

同
園
�
３
３
３
４
‐
２
１
９

３�
大
宮
ふ
れ
あ
い
の
家 

非
常
勤
職
員

　
 

職
種
＝
�
看
護
職
�
介
護

職
▽
勤
務
内
容
＝
�
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
健
康
管
理
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
補
助
�
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
の
介
護
▽
勤
務
日
＝

�
週
三
日
�
週
一
日
か
ら
（
応

内

申

問

内

申

問
内

相
談
）
▽
勤
務
時
間
＝
�
午
前

９
時　

分
〜
午
後
４
時
�
午
前

２０

８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分
▽

３０

１５

資
格
＝
�
准
看
護
師
・
看
護
師
・

保
健
師
�
ヘ
ル
パ
ー
二
級
以

上
、
運
転
免
許
希
望
▽
給
与
＝

�
日
給
一
万
円
�
時
給
九
五
〇

円
▽
募
集
人
数
＝
�
一
名
�
若

干
名 

・ 

電
話
で
、
大
宮
ふ

れ
あ
い
の
家
・
直
志
�
５
３
７

７
‐
７
０
２
５
へ

�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家 

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

　
 

高
齢
者
の
お
宅
へ
の
夕
食

（
弁
当
）
配
達
と
安
否
の
確
認

（
自
転
車
か
徒
歩
）
▽
活
動
日

＝
月
曜
〜
土
曜
日
ま
で
の
都
合

の
良
い
日
（
週
一
回
で
も
可
）

▽
活
動
時
間
＝
午
後
４
時
ご
ろ

か
ら
三
〇
分
程
度
▽
配
達
地
域

＝
阿
佐
谷
北
・
阿
佐
谷
南
と
そ

の
近
隣
で
三
〜
四
件 

・ 

阿

佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家
�
３
３

３
８
‐
８
６
３
０
へ

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
購

入
費
助
成
の
追
加
募
集

　
 

区
内
の
販
売
店
で
６
月
１

日
以
降
に
購
入
し
た
方
ま
た

は
、
購
入
予
定
の
方
で
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
�
区

内
在
住
�
購
入
し
た
生
ご
み
処

理
機
を
区
内
で
継
続
し
て
使
用

で
き
る
�
今
年
度
、
コ
ン
ポ
ス

ト
容
器
購
入
費
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
�
今
年
度
中
、
す
で

に
同
一
世
帯
内
で
当
助
成
を
受

け
て
い
る
方
が
い
な
い 

助
成

金
＝
本
体
購
入
価
格
の
二
分
の

一
（
上
限
二
万
円
） 

二
五
名

（
抽
選
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３

面
記
入
例
参
照
）
に
購
入
（
予

定
）
機
種
、
購
入
理
由
も
書
い

て
、　

年
１
月　

日
（
消
印
有

１６

１５

申

問

内

申

問

対

内
定

申

効
）
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
へ
。
当
選
通
知
を
受
け
た
後

に
、
領
収
書
ほ
か
必
要
書
類
を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い 

同
係 

生
ご
み
処
理
機
と
は
、

生
ご
み
を
温
風
乾
燥
や
微
生
物

分
解
な
ど
で
減
量
・
消
滅
さ
せ

る
機
器
で
、
た
い
肥
化
で
き
る

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す

 
私
有
地
で
の
飼
主
不
明

の
動
物
死
体
を
無
料
処

理
し
ま
す

　

飼
主
が
不
明
な
動
物
が
私
有

地
内
で
死
ん
で
い
た
場
合
、
従

来
そ
の
管
理
者
に
手
数
料
を
支

払
っ
て
い
た
だ
き
区
が
処
理
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
無
料
で
処

理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、犬
や
猫
な
ど
、飼
っ
て

い
た
動
物
が
死
ん
だ
と
き
は
、

専
門
業
者
ま
た
は
区
に
依
頼
す

る
な
ど
有
料
で
飼
主
が
処
理
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
 

清
掃
事
務
所
（
西
�
３
３

９
２
‐
７
２
８
１
／
東
�
３
３

２
３
‐
４
５
７
１
）

手
話
通
訳
者
認
定
試
験

　
 
　

年
２
月
８
日
�
午
前
９

１６

時
〜
正
午 

社
会
福
祉
会
館

（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
７
） 

１６

試
験
内
容
＝
手
話
読
み
取
り

（
書
き
取
り
通
訳
、
口
頭
通

訳
）、
手
話
表
現
、
面
接 

原
則

と
し
て
杉
並
区
手
話
講
習
会
上

級
ク
ラ
ス
・
養
成
ク
ラ
ス
、
ま

た
は
東
京
都
手
話
通
訳
者
等
養

成
講
習
会
地
域
手
話
通
訳
者
ク

ラ
ス
修
了
者
（
修
了
見
込
み
も

可
）
で
、
次
の
�
〜
�
の
す
べ

て
の
条
件
を
満
た
す
方
�
区
内

在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上
の
方

１８

問

他
問時

場

内

対

�
杉
並
区
の
手
話
サ
ー
ク
ル
の

会
員
で
あ
る
方
�
認
定
試
験
合

格
後
研
修
会
に
参
加
で
き
る
方

�
認
定
後
に
手
話
通
訳
者
派
遣

事
業
に
協
力
で
き
、
派
遣
依
頼

に
応
じ
ら
れ
る
方
（
他
の
区
市

町
村
と
の
重
複
登
録
は
で
き
ま

せ
ん
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面

記
入
例
参
照
）
に
手
話
サ
ー
ク

ル
名
、
経
験
年
数
も
書
い
て
、

１
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉

１３

並
区
社
会
福
祉
協
議
会（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
１
―　

―
１６

７
社
会
福
祉
会
館
三
階
）
へ 

同
協
議
会
�
５
３
０
６
‐
１
０

０
８
�
５
３
０
６
‐
６
６
８
９

 

合
格
者
に
は
２
月　

日
か
ら

１７

五
回
の
研
修
会
を
行
い
ま
す

�
法
律
・
家
事
・
税
務
相
談

年
始
分
の
予
約
受
付

　

年
始
の
法
律
・
家
事
・
税
務

相
談
は　

年
１
月
６
日
�
か
ら

１６

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
通
常

一
週
間
前
か
ら
予
約
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
が
、
１
月
６
日
〜

申

問

他

����������	
��
����������	

�案の名称＝防犯カメラの設置・利用基準の制
定について
�意見などの提出期間
　　　　　　　＝１２月２１日�～１６年１月６日�
※案の概要は「広報すぎなみ」１２月２１日号および区
ホームページに掲載します。

　　　　　　　 総務課調整担当問

自 治 基 本
条例による

９
日
の
実
施
分
は　

月　

日
〜

１２

２４

　

日
の
同
一
曜
日
（
同
一
曜
日

２６が
休
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
。

法
律
相
談
は
毎
日
、
家
事
相
談

は
火
曜
日
、
税
務
相
談
は
木
曜

日
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
 

相
談
予
約
専
用
電
話
�
５

３
０
７
‐
０
６
１
７
へ 

区
政

相
談
課 

年
内
の
法
律
相
談
は

　

月　

日
�
ま
で
で
す

１２

２５

家
族
介
護
者
ヘ
ル
パ
ー

受
講
料
の
助
成

　

家
族
介
護
の
経
験
を
い
か
し

て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働

き
た
い
方
を
支
援
す
る
た
め
、

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
の
受
講

料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
 

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
�
区
内
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
申
請
時
過
去
一
年
間
に
三

申

問

他

対

親
等
内
の
親
族
で
介
護
保
険
第

１
号
被
保
険
者
（
第
２
号
被
保

険
者
で
特
定
疾
病
に
該
当
す
る

方
を
含
む
）
を
三
カ
月
以
上
介

護
し
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
し

て
い
た
方
�　

年
度
中
に
訪
問

１５

介
護
員
養
成
研
修
二
級
ま
た
は

三
級
課
程
を
受
講
し
修
了
認
定

を
受
け
た
方
�
区
内
で
訪
問
介

護
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望

す
る
方
※
厚
生
労
働
省
所
管
の

教
育
訓
練
給
付
金
受
給
者
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん 

助
成
額
＝

上
限
三
万
円
（
た
だ
し
受
講
料

に
教
材
費
を
含
む
場
合
は
、
教

材
費
を
差
し
引
い
た
額
） 

八

名
（
先
着
順
） 

�
印
鑑
�
受

講
料
の
領
収
書
（
教
材
費
な
ど

の
金
額
が
わ
か
る
も
の
）
�
修

了
証
明
書
�
介
護
を
受
け
て
い

る
方
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

内

定

申

�
振
込
先
口
座
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
（
郵
便
局
は
不
可
）

を
、
保
健
福
祉
部
管
理
課
（
区

役
所
東
棟
三
階
）
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い 

同
課

戦
没
者
遺
族
相
談
員

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
託

に
よ
り
、
戦
没
者
遺
族
の
相
談

や
援
護
の
た
め
の
指
導
を
行

う
、
戦
没
者
遺
族
相
談
員
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
 

相
談
員
＝
金
刺
治
利
（
西

荻
南
４
―　

―
５
）
／
安
田
良

３１

治
（
宮
前
５
―　

―　

）
▽
任

２１

２４

期
＝　

月
１
日
〜　

年
９
月　

１０

１７

３０

日 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域

福
祉
係
ま
た
は
都
福
祉
局
指
導

援
護
課
�
５
３
２
０
‐
４
０
７

８

問

内問

◆国民年金◆　６５歳になられる方へ６５歳になられる方へ
　老齢基礎年金の受給には、手続が必要です。受付は誕生日の前日からで
す。必要書類などについては下記にお問い合わせください。
　 加入したことのある年金が国民年金だけで、１号被保険者期間のみの
方＝区役所国民年金課年金給付係／国民年金の３号被保険者期間のある
方、厚生年金や共済年金に加入したことのある方＝杉並社会保険事務所（高
円寺南２‐５４‐９�３３１２‐１５１１）
※１号被保険者＝自営業、学生など／３号被保険者＝厚生年金・各種共済
年金加入者に扶養されている配偶者

問

�

�

�

�

�������������������������

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

どうしてレジ袋を減らさなくちゃいけないの？

杉並アニメ振興協議会制作のアニメ『サヨナラ、

みどりが池』のなかまたちがお話しします。

　 経済勤労課問

ケロ吉　ガマじいさん、どうしてレジ袋
を減らさなくちゃいけないの？

ガマじいさん　明日の世代によりよい環
境を引き継ぐためなんじゃ。環境は大き

な問題じゃが、取り組みは一人ひとりが

毎日の暮らしの中でやらなければならん

のう。だれにでもできる身近な取り組み

が「レジ袋削減」なんじゃよ。

ケロ吉　レジ袋を減らしただけで環境が
良くなるの？

ガマじいさん　レジ袋を減らすことをき
っかけにして、使い捨ての生活習慣を変

えていくんじゃよ。

ピョン子　でも、レジ袋がないとごみを
出すときに困るわ。

ガマじいさん　ピョン子や、受け取った
レジ袋を全部ごみ袋に使っておるかな？

ピョン子　全部は使っていないけど…。
ガマじいさん　使わない分を減らすこと
からはじめればよいのじゃ。

ピョン子　それなら私にもできるわ。
ケロ吉　オイラにだってできるもん！
ガマじいさん　ハッ、ハッ、ハッ、これ
で明日の世代も安心じゃ。

▲ガマじいさん▲ピョン子▲ケロ吉

どどどどどどどどどどどどううううううううううううししししししししししししてててててててててててて？？？？？？？？？？？？どうして？

レレ ジジ 袋袋 削削 減減

○Ｃ 杉並アニメ振興協議会
デザイン：くずおかひろし



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報

NO.1661●５ 平成１５（２００３）年１２月１１日（木曜日）

　

こ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の

取
り
組
み
結
果
を
具
体
的
に
把

握
す
る
目
安
と
し
て
、　

年
度

１４

の
削
減
実
績
を　

年
度
（
基
準

１１

年
）
と
比
較
し
た
結
果
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
削
減
効
果

と
し
て
約
八
七
二
ト
ン
、
経
費

削
減
効
果
（
金
銭
的
効
果
）
と

し
て
約
八
六
〇
八
万
八
〇
〇
〇

円
と
算
定
し
ま
し
た
。

　
　

年
度
に
お
け
る
環
境
マ
ネ

１４
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
運
用
状

況
や
達
成
状
況
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、「
杉
並
区
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
実
施
状
況
報
告

書
・
平
成　

年
度
版
」
と
し
て

１５

取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西
棟

二
階
）・
図
書
館
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

◇
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

と
は

　

企
業
や
行
政
機
関
な
ど
の
組

織
が
、
世
界
共
通
の
基
準
の
も

と
で
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

　
　

年
度
の
環
境
目
的
・
環
境

１４
目
標
の
達
成
状
況
は
、
環
境
目

標
六
三
項
目
中
五
〇
項
目
を
達

成
（
不
達
成
一
二
項
目
、
目
標

設
定
な
し
一
項
目
）
し
、
環
境

目
標
全
体
の
達
成
割
合
は
約　
８１

％
で
し
た
。

　

環
境
目
標
の
う
ち
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
結
果

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

� ������������������������������������������������

�
年
末
年
始
の
休
園
に
伴
う 

大
田
黒
公
園
茶
室
の
申

し
込
み

　
　

年
２
月　

日
�
〜
３
月
４

１６

２８

日
�
ま
で
の
茶
室
使
用
の
申
し

込
み
は
、　

月　

日
�
か
ら
受

１２

２７

付
し
ま
す
。

　
 

休
園
期
間
＝　

月　

日
�

１２

２８

〜　

年
１
月
４
日
� 

・ 

大

１６
田
黒
公
園
管
理
事
務
所
�
３
３

９
８
‐
５
８
１
４
へ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
に
伴

う
補
助
金
制
度
の
申
請
受

付
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

４
月
１
日
以
降
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車

（
圧
縮
天
然
ガ
ス
自
動
車
）
を

新
規
に
購
入
し
た
か
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
自
動
車（
乗
用
車
を
除
く
）

に
都
指
定
の
粒
子
状
物
質
減
少

装
置
を
装
着
し
た
中
小
企
業
者

（
個
人
事
業
者
を
含
む
）
の
方

に
、
区
が
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。（
下
表
）

　

装
置
納
入
の
遅
れ
な
ど
で
、

申
請
期
間
に
間
に
合
わ
な
い
方

の
た
め
に
申
請
期
間
を
延
長
し

ま
す
。

　
 

受
付
期
間
＝　

年
３
月　

１６

３１

日
ま
で
（
先
着
順
・
予
算
の
範

時

申

問

申

囲
内
で
打
ち
切
り
と
な
り
ま

す
）。
申
請
書
は
環
境
課（
区
役

所
西
棟
七
階
）
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す 

環

境
課
公
害
対
策
係

 
★
冬
至
の
日
、
小
学
生
以
下
の

お
子
さ
ん
に
ゆ
ず
湯
の
無
料
入

浴
サ
ー
ビ
ス

　

大
人
の
方
に
は
入
浴
券
な
ど

が
当
た
る
福
引
が
あ
り
ま
す
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
４
時
〜

１２

２２

終
業
ま
で 

区
内
各
公
衆
浴
場

（
実
施
日
が
異
な
る
浴
場
も
あ

り
ま
す
） 

都
公
衆
浴
場
組
合

杉
並
支
部
・
石
原
�
３
３
３
４
‐

８
４
０
２
（
正
午
以
降
）

★
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

ご
家
庭
の
こ
ま
ご
ま
し
た
仕
事

を
お
引
き
受
け
し
ま
す

　
 

・ 

�
屋
内
外
の
清
掃
、

粗
大
ご
み
の
搬
出
、
家
具
の
移

動
、
木
々
の
伐
採
・
掘
り
起
し
、

物
置
な
ど
の
取
り
壊
し
、
池
の

水
替
え
な
ど
＝
三
時
間
単
位
四

一
二
五
円
�
ド
ア
ノ
ブ
や
戸
車

な
ど
の
取
付
け
・
交
換
、
波
板

屋
根
や 
樋 
（
塩
ビ
）
の
修
理
、

と
い

タ
イ
ル
目
地
・
壁
の
ヒ
ビ
な
ど

の
す
き
間
充
て
ん
、
小
範
囲
の

ペ
ン
キ
塗
り
、
草
花
の
植
え
替

え
な
ど
＝
三
時
間
単
位
四
四
〇

〇
円
�
留
守
中
の
鉢
物
水
や

り
、
郵
便
物
の
処
理
、
見
回
り
、

ペ
ッ
ト
の
え
さ
や
り
・
給
水
な

ど
一
時
間
以
内
の
仕
事
＝
一
回

一
一
〇
〇
円
〜
一
六
五
〇
円
�

換
気
扇
清
掃
＝
フ
ァ
ン
寸
法
や

形
状
に
よ
り
一
台
三
〇
〇
〇
円

問

����

時

場問

内

費

テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
継
続
的

改
善
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る

こ
と
を
ね
ら
い
に
制
定
さ
れ
た

国
際
規
格
で
す
。

◇
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
と
は

　

環
境
調
和
型
の
行
動
を
自
主

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

仕
組
み
で
、
計
画
↓
実
施
↓
検

証
↓
見
直
し
↓
計
画
の
サ
イ
ク

ル
か
ら
な
り
ま
す
。

◇
区
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム

　

区
で
は
、
教
育
機
関
を
除
く

区
長
部
局
な
ど
の
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

　

年　

月　

日
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

１３

１０

１２

０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
、
そ

の
後
、　

年
２
月　

日
、
区
立

１５

１４

教
育
機
関
（
小
・
中
学
校
や
図

書
館
な
ど
）
に
つ
い
て
、
区
長

部
局
な
ど
と
は
別
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
ま

し
た
。

〈省エネルギーなどの取り組み結果〉
１４年度達成状況

�

１４年度環境目標（要旨）環境目的
不達成   ２．７％削減１１年度比４％削減電気使用量の削減
達　成１１．１％削減１１年度比２％削減ガス使用量の削減
達　成   ８．１％削減１１年度比４％削減水道使用量の削減
達　成２６．５％削減１１年度比１３％削減用紙使用量の削減
達　成２１．３％削減　１１年度比４％削減ガソリン使用量の削減
達　成適用率９６％適用率８０％グリーン購入の推進

達　成１７．８％削減
リサイクル率３２．９％

１１年度比１３％削減
リサイクル率２４％庁内廃棄物排出量の削減

▼〈
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２

）削
減
効
果
の
算
定
〉

冬季平日割引を実施ホテル・コニファー
いわびつ 

　 １６年１月２０日～３月１８日まで（土曜・祝前日
を除く） 割引料金＝大人６６００円、子ども５５００円
（税別） 区内在住（要証明）の方は補助金が適
用されます。利用部屋・人数によって料金が変わ
りますので、詳細は施設にお問い合わせください

時

内

他

　 ・ ホテル・コニファーいわびつ�０２７９‐６８
‐５３３８へ
申 問

〜
六
〇
〇
〇
円
／
事
前
に
打
ち

合
わ
せ
に
伺
い
ま
す 

・ 

同

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
１６

―
７
社
会
福
祉
会
館
二
階
�
３

３
１
７
‐
２
２
１
７
）
へ 

高

齢
者
に
と
っ
て
危
険
性
の
高
い

仕
事
や
法
に
抵
触
す
る
仕
事
な

ど
は
お
断
り
し
て
い
ま
す

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就

業
支
援
講
習

エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
 
　

年
２
月　

日
�
〜
３
月

１６

２４

　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１１

１０

（
一
三
日
間
） 

東
京
都
高
年

申

問他

時

場

齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー
（
千
代
田

区
飯
田
橋
３
―　

―
３
シ
ニ
ア

１０

ワ
ー
ク
東
京
内
） 
　

歳
以
上

６０

で
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
新
規
入
会
し
、
就
業

で
き
る
方 

選
考
で
若
干
名 

テ
キ
ス
ト
代
自
己
負
担 

往
復

ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
生
年
月
日
も
書
い
て
、
１
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
�
東
京

１９都
高
齢
者
事
業
振
興
財
団
（
〒

　

‐
０
０
７
２
千
代
田
区
飯
田

１０２橋
３
―　

―
３
）
へ 

同
財
団

１０

�
５
２
１
１
‐
２
３
２
７

対

定

費

申
問

〈ディーゼル車規制に伴う補助金制度〉
補　　　助　　　内　　　容名　称

�購入するＣＮＧ車に係る自動車検査証に記載された使用の本拠の位置が、杉
並区内であること�４月１日以降に低公害車を購入した事業者で、東京都民間事
業者に係る低公害車導入促進補助金交付要綱に基づく補助金の交付確定を受け
ていること

対象者＝次の要
件をすべて満た
す事業者

低公害車（ＣＮ
Ｇ車）導入促進
補助 車両総重量３．５トン超のＣＮＧ車（１事業所当たり５台を限度とします）助成対象車両

１．１台あたり補助対象経費　補助率＝都と同額。２．補助限度額３０万円／台。た
だし、国、都のほか、他の団体から補助を受ける場合は都要綱別表に規定する
補助対象経費を超えない額

助成率および助
成限度額

�当該ディーゼル車に係る自動車検査証に記載された使用の本拠の位置が、杉
並区内であること。�４月１日以降にディーゼル自動車に粒子状物質減少装置
を装着した事業者で、東京都粒子状物質減少装置の装着に関する補助金交付要
綱に基づく補助金の交付確定を受けていること

対象者＝次の要
件をすべて満た
す事業者粒子状物質減

少装置の装着
補助（ＤＰＦ・
酸化触媒）

車両総重量３．５トン超のディーゼル車（１事業所当たり５台を限度とします）助成対象車両

１．１台あたり補助対象経費　補助率＝東京都の１／３（千円未満は切り捨て）
２．補助限度額�ＤＰＦ＝１０万円／台�酸化触媒＝５万円／台

助成率および助
成限度額

※両補助金とも、他の区市町村から同種の助成金などの交付を受けていないことが要件です。

杉並区環境杉並区環境マネジメントシステムマネジメントシステムのの

杉並区（教育機関を除く）の省エネルギーなどの実施状況をお知らせします。杉並区（教育機関を除く）の省エネルギーなどの実施状況をお知らせします。

１４年度取り組み結果１４年度取り組み結果
――問い合わせは、環境課計画係へ。問い合わせは、環境課計画係へ。
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平成１５（２００３）年１２月１１日（木曜日）

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

�
１
〜
３
月
の
催
し
と
教
室

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で
１
〜
３
月
に
開
催
す

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

６
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

〈１～３月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

１２月２０日
１００円
（保険料
など）

１月１３日　午前１０時～正午
トレーニング機器講習会～区民センター共通修了証発行の
ため（３�×２.５�の写真１枚持参）／岩月華子

（１６歳以上・１０）

１２月２７日無料
１月２０日・２７日
２月３日・１７日
午後１時３０分～３時３０分

子どもたちに伝えたい日本の心～美しい日本語・古典の世
界・自然への感性・歴史に見る人間模様などを題材にして
私たちの言葉というものを見直していきます／高山博之

（３０）

�阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

１２月２４日３０００円
（材料費）

１月９日・１６日・２３日
午前１０時～正午

ビーズの魅力～作りましょう、ビーズアクセサリーを
／伊沢以久子　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２５）

　　無料１２月２０日
午後２時～３時

土ようえほんとおはなしの会／三つのりんご
（参加自由）

�荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

１２月２５日
１００円

（保険料を
　含む）

１月１５日・２２日・２９日
午後１時～３時

中高年の健康づくり。寒さに負けず楽しく､ストレッチ体
操、リズムウォーキング、タオル体操で、はつらつ毎日を
／佐藤志津子　　　　　　　　　　　　　　　　　 （３０）

�井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

１２月２２日２００円
（資料代）

１月８日・２２日
２月１２日・２６日
３月１１日・２５日

午後２時～４時

ウクレレを楽しもう～プロから学ぶウクレレのリズム、楽
譜が読めなくても、ご心配なく（ウクレレをお持ちくださ
い）／岩倉忠　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２０）

　　無料※
１月２４日
午後１時３０分～３時３０分
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します。原則と
して１人１点、先着順に受け付けます／松尾達也ほか

�高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

１２月１８日
参加費１００
円・保険料
毎回２０円

１月１８日・２５日
２月１日・８日

午前１１時～午後１時

おなかと脚のシェイプアップ体操～ウエストを細くしまし
ょう／宮田秀幸　　　　　　　　　　　　　　　　 （５０）

１月８日
１２０円

（保険料を
　含む）

１月２１日　
午前１０時～午後１時

１月トレーニング機器講習会～トレーニング室を使用する
ための事前講習会（写真１枚３�×２.５�持参）／高橋悦子

（１６歳以上・１０）

　　無料
１月８日・１５日・２２日・２９
日

午後３時３０分～４時

おはなし広場～絵本の読み聞かせ・手遊びなど／杉並子ど
もの本の会・ムーミン母親クラブ・バンビ文庫・ロバの会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）

�西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

１２月２３日
１５００～１６００
円（テキス
ト代）

１月１９日・２６日
２月２日・９日
午後１時３０分～３時３０分

「フェイス・ストレッチング」教室～豊かな表情、輝く笑
顔で新しい年をスタートしましょう。顔の筋肉を動かして、
しわ・たるみを防ぎます／清水則子　　　　　　　 （３５）

１２月２５日５００～６００円
（資料代）

１月１５日・２２日・２９日
２月５日・１２日
午後１時３０分～３時３０分

「書道入門」～文字の成り立ち。ひらがなが変わると、文
字が美しくなるって、ホント？／柴田静敬　　　　　（３０）

※は、実費がかかる場合があります。

 
�
講
演
会 

泉
麻
人
の
「
へ
え
〜　

」

な
杉
並
学
講
座

　

中
央
線
文
化
・
井
の
頭
線
文

化
・
青
梅
街
道
・
善
福
寺
川
流

域
・
映
画
や
ド
ラ
マ
、
小
説
に

描
か
れ
た
杉
並
の
魅
力
に
つ
い

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
 
　

年
１
月　

日
�
午
後
２

１６

１８

時
〜
３
時　

分 

コ
ラ
ム
ニ
ス

３０

ト
・
泉
麻
人 

一
〇
〇
名
（
抽

選
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ（
３

面
記
入
例
参
照
）
で
、　

月　
１２

２７

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
へ

 
�
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

講
演
会
「
私
た
ち
の
く
ら

し
と
こ
れ
か
ら
の
日
本
」

　

新
年
早
々
、
恒
例
の
経
済
講

演
会
「
私
た
ち
の
く
ら
し
と
こ

れ
か
ら
の
日
本
」
を
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
お
な
じ
み
の
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
・
原
田
和
明
さ
ん
を
招
き

開
催
し
ま
す
。　

　
 
　

年
１
月　

日
�
午
後
２

１６

１７

時
〜
４
時
（
１
時　

分
開
場
）

３０

 

九
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料

 

当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

ア
ー
ト
展
作
品
募
集

　
 
　

年
３
月
６
日
�
・
７
日

１６

�
（
作
品
搬
入
は
４
日
�
） 

募
集
作
品
＝
絵
画
・
書
道
・
彫

刻
・
工
芸
・
写
真
・
陶
芸
・
文

芸
な
ど 

区
内
在
住
・
在
勤
の

方 

申
込
書
（
荻
窪
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
受
付
に
あ
り
ま
す
）

を
記
入
の
上
、　

年
１
月　

日

１６

２７

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

 
�
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

バ
ッ
ハ
と
そ
の
周
辺 

―
あ
な
た
の
も
と
に
天
使
が

舞
い
降
り
て
く
る

　
 
　

年
１
月　

日
�
�
子
ど

１６

１７

も
向
け
＝
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

（
９
時　

分
開
場
）、
�
大
人
向

３０

け
＝
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

３０

３０

時

師
定

費

申

荻 

窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時
定

費

申
時

内

対

申
井 

草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

分
（
１
時
開
場
） 

出
演
＝
Ｋ

Ｍ
Ｆ
最
優
秀
弦
楽
演
奏
者
賞
受

賞
者
・
藤
崎
ア
ン
ジ
ュ
（
バ
イ

オ
リ
ン
）、東
京
芸
術
大
学
音
楽

部
古
楽
科
チ
ェ
ン
バ
ロ
専
攻
・

郡
司
和
也
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）、
音

楽
教
育
研
究
家
・
斉
藤
恵
美
子

（
お
話
し
）
▽
曲
目
＝
子
ど
も

向
け
＝
バ
ッ
ハ
の
小
品
、
大
き

な
ノ
ッ
ポ
の
古
時
計
、
夕
焼
け

小
焼
け
、
ビ
ー
バ
ー
、
ロ
ザ
リ

オ
ソ
ナ
タ
／
大
人
向
け
＝
バ
ッ

ハ
「
無
伴
奏
バ
イ
オ
リ
ン
パ
ル

テ
ィ
ー
タ
３
番
よ
り
」、「
バ
イ

オ
リ
ン
と
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
た
め

の
ソ
ナ
タ
」
ほ
か
七
曲 

各
八

内

定

〇
名
（
抽
選
） 

子
ど
も
向
け

は
無
料
・
大
人
向
け
は
二
〇
〇

円
（
小
学
生
以
下
無
料
） 

往

復
ハ
ガ
キ（
３
面
記
入
例
参
照
）

に
子
ど
も
向
け
か
大
人
向
け
の

希
望
も
書
い
て
、　

月　

日
ま

１２

２４

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

費

申

▲藤崎アンジュ

▲泉　麻人

�
ご
協
力
く
だ
さ
い 

さ
ざ
ん
か
ね
っ
と

（
公
共
施
設
予
約
シ

ス
テ
ム
）
の
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト

　
 

期
間
＝　

月　

日
�

１２

１０

〜　

日
� 

ア
ン
ケ
ー
ト

２４
用
紙
配
付
場
所
＝
区
役
所

お
よ
び
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と

対
象
施
設
。
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
も
回
答
で
き
ま
す 

区
民
生
活
部
地
域
課

時

場

問

�

�

�

�

������������������������

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
、
区

民
集
会
所
、
区
民
会
館
の
年

末
年
始
の
休
館
日
は　

月　
１２

２８

日
�
〜　

年
１
月
４
日
�
で

１６

す
。
各
施
設
に
設
置
の
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
式
パ
ソ
コ
ン
な
ど

も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
、
和
田
区
民
集
会
所
、

本
天
沼
区
民
集
会
所
に
つ

い
て
は
、
第
一
月
曜
日
が

休
館
日
の
た
め
、
１
月
５

日
�
ま
で
休
館
で
す
。

�
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
年
末
年

始
の
休
止
日
は
、　

月　

日

１２

２９

�
〜　

年
１
月
３
日
�
で

１６

す
。　

月　

日
、
１
月
４
日

１２

２８

に
つ
い
て
は
ご
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
、
電
話
（
自
動
音
声
応

答
式
）、携
帯
電
話
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

�
年
末
年
始
休
館
日
の
期
間

は
、
阿
佐
谷
、
高
井
戸
、
永

福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

の
図
書
室
の
返
却
用
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
も
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

　
 

区
民
生
活
部
地
域
課

問

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１�第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター�３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター �３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３�第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２�第２水曜日

高井戸地域区民センター�３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５�第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター �３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１　本天沼２－１２－１０�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４　桃井４－３－２�第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３　西荻南３－５－２３�第２月曜日

永福和泉地域区民センター �５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８�第１・第３水曜日

？ ！

�　

月　

日
�
〜　

年
１
月
４
日
�

１２

２８

１６

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

区
民
集
会
所

区
民
会
館

年
末
年
始

休
館
日



NO.1661●７

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１５（２００３）年１２月１１日（木曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

�区民体育祭冬季大会
◇スキー
　 ・ 開会式＝１６年１月３１日�午後７時～（金井屋旅館）／大会＝２月１日�
（菅平高原つばくろスキー場） 回転・大回転（男・女、年齢別） 区内在住・
在勤・在学の方 無料 申込書（区立体育施設にあります）を郵送、持参または
ファクスで、１月２０日（必着）までに�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４
阿佐谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階�５３０５‐６１６２）へ 区スキー連盟・
北島�３３８１‐６６０７（午後７時～１１時３０分）または同財団�３３１２‐２１１１（区代表）
 回転競技の優勝者は都民体育大会の選手候補とします
�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇パドルテニス
　 １６年２月８日�午前９時～午後５時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 男
子ダブルス・女子ダブルス 区内在住・在勤・在学の方 ８０名 ２０円（保険料）
 往復ハガキまたはファクス（３面記入例参照）で、１月９日（必着）までに区
パドルテニス協会・柵山龍男（〒１６８‐００６３和泉２‐９‐４）へ 同協会・柵山
�・�５９３０‐１９４９ 申し込みは個人単位とし、ペアの組合せは事前抽選で決定し
ます。ラケットのない方は、当日会場で貸出します

�障害者のためのわいわいスポーツ教室（ミニ運動会）
　障害の程度の重い方のための楽しいスポーツ教室です。今回は「ミニ運動会」
です。
　 １６年１月３１日�午前１０時～正午 上井草スポーツセンター（上井草３‐３４‐
１） 区内在住・在勤・在学で障害の程度の重い方 ３０名（抽選） 無料 ・
 申込書（福祉事務所、区体育施設にあります）を郵送または持参で、１２月１９日
（必着）までに社会教育スポーツ課（区役所東棟６階）へ �一般の交通機関の

時 場
内 対

費 申

問

他

時 場 内
対 定 費

申
問

他

時 場
対 定 費 申

問
他

利用が困難な方は、リフト付きバスの送迎が利用できます�当日参加者と一緒に
楽しんでいただけるボランティアを募集しています�教室終了後、昼食をはさん
で「ボランティア交流会」を行います（会場は同スポーツセンター）。申し込み
は電話で、社会教育スポーツ課へ
�サウンドテーブルテニス
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　 １２月２１日�午前９時～午後１時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在
住・在勤・在学の視覚障害のある方 ２０名 無料 当日、直接会場へ 同体育
館�３２２０‐３３８１
�気軽にフィットネス～中高年の体力づくり～
　４０歳以上の方を対象に、生活習慣病予備軍や体力の低下などの問題を、運動面
から改善するプログラムをアドバイスします。
　 １２月２４日�午前９時～１１時 上井草スポーツセンター・トレーニングルーム
（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で４０歳以上の方 ２０名 ４００円
（入場料） ・ 電話で、前日までに直接同センター�３３９０‐５７０７へ

�射初め（弓道）
　 １６年１月１８日�午前１１時～午後５時（区後援） 上井草スポーツセンター・
弓道場（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学の方 １０名（抽選） 無
料 ・ 往復ハガキ（３面記入例参照）で、１月９日（必着）までに区弓道連
盟・宍戸文育（〒１６８‐００６５浜田山１‐７‐６‐２０３�３３２９‐４６１４・午後６時～９
時）へ 弓道衣とはかまを着用してください

時 場 対
定 費 申 問

時 場
対 定 費

申 問

時 場
対 定 費

申 問

他
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�
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�

競技大会

スポーツ教室

その他

◇
天
文
の
夕
べ
・
特
別
会

星
空
の
下
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト

　

Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
国
際
コ
ン

ク
ー
ル
第
一
位
な
ど
、
数
々
の

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
輝
か
し
い

成
績
を
あ
げ
て
い
る
ピ
ア
ニ
ス

ト
・
堀
江
陽
子
さ
ん
に
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
演
奏
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え

る
ひ
と
時
、
星
空
の
下
で
美
し

い
調
べ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
 
　

月　

日
�
午
後
６
時　

１２

２０

３０

分
〜
８
時　

分
（
６
時
開
場
）

３０

 

出
演
＝
堀
江
陽
子（
ピ
ア
ノ
）

時
内

▽
曲
目
＝
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ソ

ナ
タ 

３
３
１
ト
ル
コ
行
進
曲

付
き
」、
シ
ョ
パ
ン
「
ノ
ク
タ
ー

ン
遺
作
�　

」、ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

２０

「
月
の
光
」、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

「
ア
ン
ダ
ン
テ
カ
ン
タ
ー
ビ

レ
」
ほ
か 

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
小
学
四
年
生
以
上
の
方

（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

 

一
四
〇
名（
先
着
順
） 

無
料

◇
サ
イ
エ
ン
ス
ウ
ィ
ー
ク

冬
の
一
般
公
開

　

科
学
実
験
教
室
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り 

無

料

☆

　
 

科
学
館
（
清
水
３
―
３
―

　

） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

１３科
学
館
�
３
３
９
６
‐
４
３
９

１

Ｋ ｖ

対

定

費

時

内

費

場
申

問

〈サイエンスウィーク・冬〉
１月７日�１月６日�１月５日�１２月２６日�時間・内容

熱をさぐれ 蜜蜂 の行動
みつばち

をさぐる
エレクとマグ
マの真剣勝負

未来は僕らの
手に

科学映画上映
午前１０時２０分
　　　　～１０時５０分

コスミックキャットプラネタリウム
午前１１時～正午

小さな手の
ひら大きな
緑

なっちゃん
のけやき

新しい地球の
科学

マナ・カナの
天然ガス自動
車で行こう

科学映画上映
午後１時～１時３０分

あったか実
験

吹き矢づく
り

静電気くらげ
をつくろう

星のしおりを
つくろう

ジュニア
コ ー ス

科学実験
教室　午
後１時４０
分～３時

染めと織り
�

染めと織り
�

ショウノウ船
と表面張力冬のホタルチャレン

ジコース

太陽～その素顔を見るプラネタリウム午後
３時１５分～４時１５分
（注）１．各プログラムの定員は、映画２２０名、プラネタリウム１４０名、科学実験
３５～４０名（先着順）。科学実験は午後０時５０分から整理券を発行します。２．
科学実験は、ジュニアコース（５歳以上～小学校低学年）、チャレンジコー
ス（小学校高学年・中学生・一般）です。３．プラネタリウム番組は５歳以
上が対象です。投影中は入退場できません。

科
学
館
の
催
し

１２月１日付広報７面「スポーツ」中「志賀高原スキー教室
（級別テスト付き）」の申込先住所、区スキー連盟・水沼稔
さんの住所は、〒１６６‐０００１阿佐谷北１‐１８‐１８でした。

�

�

�

�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�

　

あ
な
た
の
英
語
力
、
海
外

経
験
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

小
・
中
学
校
の
英
語
活
動
や

国
際
理
解
教
育
を
支
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講

座
で
す
。
英
語
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
（
活
動
）
や
外
国
人

と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体

験
講
習
）
な
ど
を
通
じ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
外
国
語
や
異

文
化
を
楽
し
く
学
習
す
る

た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び

ま
す
。
学
ん
だ
こ
と
を
実

践
に
つ
な
げ
た
い
方
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

下
表
の
と

お
り 

セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）、区

２２

３２

立
小
・
中
学
校
（
未
定
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
児
童
英
語
教
育
に
関

心
の
あ
る
方 

三
五
名

（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円

（
全
回
を
通
し
て
） 

往

復
ハ
ガ
キ
（
３
面
記
入
例

参
照
）
に
応
募
動
機
と
海

外
経
験
な
ど
（
あ
れ
ば
）

も
書
い
て
、　

月　

日（
必

１２

２３

着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１

１６６

１
梅
里
１
―　

―　

）
へ

２２

３２

 

同
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

７
‐
６
６
２
１
�
３
３
１

７
‐
６
６
２
０ 

締
め
切

り
を
過
ぎ
て
も
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
参
加
を

受
け
付
け
ま
す
。
締
め
切

時

内

師

場

対

定

費

申

問

他

り
後
も
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

◇
す
ぎ
な
み
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
と
は

　

皆
さ
ん
の
参
加
・
地
域
貢

献
意
欲
が
、
活
動
に
つ
な
が

る
新
た
な
学
習
の
場
で
す
。

こ
こ
で
学
ん
だ
皆
さ
ん
が
、

杉
並
ら
し
い
活
動
の
主
体
と

な
っ
て
い
く
こ
と
や
、
地
域

に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
場

を
創
出
し
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

〈英語楽ボランティア養成講座〉
講　　　　　師内　　　　　　　容日　　時

ＥＣＣジュニア教育研究所トレー
ナー　　　　　　　永森　裕美子

How  to英語活動�学年別アクティビティ
（活動）の指導～「数」をいかに楽しく教えるか

１月１４日�
午後２時～４時

How  to英語活動�学年別アクティビティの
指導～「曜日」をいかに楽しく教えるか

　　２１日�
午後２時～４時

How  to英語活動�歌・チャンツ（英語学習
法の一種）の指導～楽しくリズムにのってレ
ッスンを工夫

　　２８日�
午後２時～４時

　　　※特別協賛
How  to英語活動�レッスンプランの作り方
～ティームティーチング（複数の教師で学習
指導にあたること）と万能ゲーム

２月４日�
午後２時～４時

セント・メリーズ・インターナシ
ョナル・スクール教諭
　サン・オー・キム・オバライン
杉並ユネスコ協会　　板倉　 枝

現役インターナショナル・スクール教諭によ
る国際理解の基礎講座

　　１８日�
午後２時～４時

地域外国人を交えたワークショップ（体験講
習）

　　１９日�
午後１時～５時

実習（区立小・中学校）２月下旬※時間
は実習先による

杉並ユネスコ協会　　板倉　 枝
杉並区学校教育コーディネーター
　　　　　　　　　　生重　幸恵

講座の振り返り
学校支援活動のための注意事項

３月３日�
午後２時～４時

※内容は予告なく変更する場合があります。

▲堀江　陽子

�
���
���
��
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�
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�
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�

え
い 

ご 

が
く

�
�
�
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�
�

�

―
実
践
に
学
ぶ
英
語
活
動
と
国
際
理
解

訂正とおわび
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仕
事
を
し
て
い
る
方
が
参
加

し
や
す
い
日
時
に
開
講
し
ま

す
。

　
 

・ 

・ 

・ 

・ 

上
・

左
表
の
と
お
り 

区
内
在
住
・

在
勤
の
勤
労
者
で
全
日
程
出
席

で
き
る
方 

往
復
ハ
ガ
キ
（
３

面
記
入
例
参
照
・
ハ
ガ
キ
一
枚

に
つ
き
一
講
座
）
に
職
業
（
勤

務
先
・
所
在
地
・
電
話
番
号
）

時

場

内

定

費

対

申

も
書
い
て
、
各
締
切
日
（
必
着
）

ま
で
に
�
杉
並
区
勤
労
者
福
祉

協
会
（
〒　

‐
０
０
３
４
桃
井

１６７

４
―
３
―
２
）
へ
（
抽
選
） 

同
協
会
�
３
３
９
７
‐
２
５
２

１
（
水
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除

く
） 

応
募
人
数
が
一
定
の
人

数
に
達
し
な
い
場
合
は
、
講
座

を
中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す 問

他

〈ジョイフル教養講座〉
申込締切費　用講　師内　　　　　容会　　場日　　　　時講座名（定員）

�１月２０日
�１月３０日１０００円

スポーツプレ
ックスジャパ
ン顧問医　

増本　項

自分にあった運動を始めてみ
ませんか。骨量、筋肉量の測定
と実技（軽運動）で、健康づく
りのきっかけをつかみます。医
師の健康セミナー付きです。

スポーツプレ
ックス荻窪
（荻窪５‐３０‐１７）

�１６年２月１０日��２０日�／�
�とも次の実技のコースから１
つ選択。Ａ＝代謝率を高めるマシ
ン、Ｂ＝腰痛、肩こりにボールス
トレッチ、Ｃ＝足腰への負担のな
い水中ウォーク／いずれも午後
６時３０分～９時

フィットネ
スクラブの
利用法��
（実 技 コ ー
ス Ａ・Ｂ・Ｃ
各１０、計３０）

�１月６日
�２月５日

１０００円
（教材費
を含む）

英会話教室講
師・元航空会
社勤務
中村　久美子

海外旅行をもっと楽しむため、
トラブルを避けるための、ちょ
っとした知識と英会話を学び
ます。

勤労福祉会館
（桃井４‐３‐２）

�１６年１月２０日・２７日・２月３日・
１７日�２月２４日・３月２日・９日・
１６日／いずれも火曜日午後６時
３０分～８時３０分

旅の英会話
��
　　（各２５）

�１月１７日
�２月５日

１０００円
（材料費
を含む）

パン教室主宰
　木下　道子

身近にある材料を使って、簡単
手作り生地でおいしいピザを
焼きます。おやつに！パーティ
ーに！

�１６年１月３１日��２月２１日�／
いずれも午前１０時～午後２時
※託児あり（小学生未満）。希望者
は申込ハガキに年・月齢を明記

ピザ作り
��
　　（各２０）

�１月１０日
�２月５日

１５００円
（材料費
を含む）

工房みち主宰
　中川　道彦

やわらかい木を、カッターと紙
やすりで好みの魚の形と色に
仕上げます。ペンダント、キー
ホルダーに。

�１６年１月２６日�・２月２日�・
９日��２月１９日�・２６日�・３
月４日�／いずれも午後６時３０
分～８時３０分

かわいい魚
のアクセサ
リ ー 作 り
����（各２０）

１月１７日
５０００円
（教材費
を含む）杉並区シルバ

ー人材センタ
ー講師

データベースと便利な機能を
知り、オリジナルの表計算作り
を目指します。（対象＝日常的
にエクセルを使用している方）

１６年２月７日�・１４日�／いずれ
も午前１０時～午後３時（休憩正午
～午後１時）

パソコン
エクセル
中級　　　

（１０）

�１月６日
�１月２６日

５０００円
（教材費
を含む）

ダイアログボックスやツール
バーを活用し、素早く整った文
書作成を目指します。（対象＝
文字入力がスムーズな方）

�杉並区シル
バー人材セン
ター（阿佐谷南
１‐１６‐７）�勤
労福祉会館

�１６年１月２２日�・２３日�・２９日
�・３０日��２月１６日�・１７日�・
２３日�・２４日�／いずれも午後６
時３０分～８時３０分

パソコン
ワード中級
��
　　（各１０）

〈年金ライフセミナー〉
申込締切費用講　師内容（定員）会　　場日　　　時

１月１０日無料年金基金研
究会

今から定年後の生き方
を考える～年金・雇用
保険、健康・介護保険
の仕組み、体験談、退
職後の年金生活の設計
方法を考えます

（５０名）

勤労福祉会館
（桃井４‐３‐２）

１６年１月２４日�
午前１０時～午後５
時（休憩１時間あ
り）

〈財産形成セミナー　株式・債券入門講座〉
申込締切費用講　師内容（定員）会　　場日　　　時

１月３１日無料

ラ イ フ・コ
ンサルタン
ト（証 券 会
社 派 遣 講
師）
高山　卓也

初心者のための株式・
債券の基礎知識や株式
投資、ペイオフ対策、
管理、運用と新聞の株
式欄の見方の講座で
す。

（５０名）

勤労福祉会館
（桃井４‐３‐２）

１６年２月１４日�
午後２時～４時

�
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�

�
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�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
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学
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者

が
就
労
、病
気
な
ど
に
よ
り
、

昼
間
留
守
に
な
る
家
庭
の
児

童
を
対
象
に
し
た
下
校
後
の

生
活
の
場
で
す
。
区
内
に
四

六
カ
所
あ
り
（
一
所
新
設
予

定
）、お
子
さ
ん
が
楽
し
く
安

心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
遊

び
や
集
団
生
活
を
中
心
と
し

た
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
 

入
会
期
間
＝　

年
４
月

１６

〜　

年
３
月
▽
運
営
時
間
＝

１７
月
〜
金
曜
日
の
下
校
時
〜
午

後
６
時
、
土
曜
日
午
前
８
時

時

　

分
〜
午
後
５
時
（
夏
休
み

３０な
ど
の
学
校
休
業
日
は
午
前

８
時　

分
〜
午
後
６
時
） 

３０

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
一

〜
四
年
生
。
た
だ
し
、
心
身

に
障
害
が
あ
る
な
ど
の
理
由

で
延
長
が
必
要
と
認
め
ら
れ

る
児
童
に
つ
い
て
は
六
年
生

ま
で 

月
額
三
〇
〇
〇
円

（
お
や
つ
代
一
八
〇
〇
円
別

途
自
己
負
担
）。
な
お
、利
用

料
・
お
や
つ
代
と
も
に
減
額
・

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す 

入

会
を
希
望
す
る
学
童
ク
ラ
ブ 対

費

申

に
入
会
資
格
・
手
続
き
な
ど

を
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
備

え
て
あ
る
入
会
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
直
接
希

望
学
童
ク
ラ
ブ
へ
。
な
お
、

初
め
て
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
に
は
面
接
を
行
い
ま
す
▽

申
込
期
間
＝　

年
１
月
６
日

１６

〜　

日
（
日
曜
・
祝
日
を
除

２４
く
） 

各
学
童
ク
ラ
ブ
ま
た

は
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
�

３
３
９
３
‐
４
７
６
０ 

�

申
請
書
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。
そ

の
場
合
も
事
前
に
希
望
学
童

ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
�
各
学
童
ク
ラ
ブ
の

連
絡
先
は
「
わ
た
し
の
便
利

帳
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問

他

　

年
末
の
杉
並
区
交
通
安
全
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
の
運
動
の
重
点
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。　
　

�
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、

特
に
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
事
故
防
止

�
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

�
夕
暮
れ
時
お
よ
び
夜
間
の
交

通
事
故
防
止

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
末
は
日
が
落
ち
る

の
が
早
く
な
り
、
夕
暮
れ
ど
き

に
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

車
を
運
転
す
る
際
は
、
車
の

存
在
を
知
ら
せ
る
た
め
、
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
他
の
ド

ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に

注
意
を
呼
び
か
け
ま
し

ょ
う
。

　

夜
間
、
歩
行
中
や
自

転
車
利
用
中
は
明
る
く

目
立
つ
服
装
や
反
射
材

を
活
用
し
、
自
分
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

ょ
う
。

　
 

交
通
対
策
課
ま
た

は
各
警
察
署
（
杉
並
�

３
３
１
４
‐
０
１
１
０

／
高
井
戸
�
３
３
３
２

‐
０
１
１
０
／
荻
窪
�

３
３
９
７
‐
０
１
１
０
）

問
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働く方の働く方の
ためのための 
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ジ
ョ
イ
フ
ル
教
養
講
座

　
　
　

年
金
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

財
産
形
成
セ
ミ
ナ
ー

１２月１１日�
　～２０日�

杉並区年末交通安全キャンペーン杉並区年末交通安全キャンペーン １６年度


